
主な備え

台風について調べ始める

避難する時に持っていくものを準備する

住んでいる所と上流の雨の量を調べる

川の水位を調べる

避難完了

・ハザードマップをみて、近くの川を確認する

・インターネットで「川の防災情報」（国土交通省

ホームページ）や「茨城県河川情報システム」（茨

城県ホームページ）を見て、川の水位を確認する

避難しやすい服装に着替える

（・けいたい電話の充電をする）

・動きやすいくつをはく

安全なところへ移動を始める

・ひなん所の開設状況を確認する

マイ・タイムラインの作成例
家族構成

４人家族【お父さん，お母さん，おじいちゃん，私（小学生）】

生活環境

自宅周辺は最大３メートルの浸水が想定される

たくさん持っていくと重くなってしまいます。

本当に大事なものを選んでおきましょう。

氾濫が発生

避難判断水位到達

氾濫危険水位到達

・てんきよほうを見る

・ハザードマップを見てどこにひなんするか確認する

テレビのデータ放送（ｄボタン）を使えば、

いつでもいろいろな地域の天気やこの先に

ふる雨の量も確認できます。

※あくまで一例です。

自分用のマイ・タイムラインを作成する

ための参考としてご利用ください。

○台風が近づいている！

○川の水がどんどん増えてきている！

○自宅がハザードマップの浸水想定区域にある！

★安全に避難するためには・・・！

・家族のこれからの予定を聞いてみる

※あくまで１つの例です。災害はマイ・タイムラインで考えたとおりに進むとは限りません。ひなんするためのさんこうと

考え、本当に災害が近づいている時は気象情報やひなん情報をこまめに確認し、適切にひなんしましょう。

※市町村がひなん情報を発令

するタイミングはイメージです。

本当の洪水時とはちがうこと

があります。

市町村が発令するひなん情報

けいかい

（警戒レベル３）です。

水が来るかもしれない地域に

住んでいる人のうち、お年寄り

等でひなんに時間がかかる人

は早めにひなんしましょう。

市町村が発令するひなん情報

けいかい

（警戒レベル４）です。

水が来るかもしれない地域に

住んでいる人は基本的に、全

員が安全なひなん場所や親せ

きの家などへひなんしたり、２

階以上の安全な建物にひなん

するなど身を守るための行動

をとりましょう。

小学生向けの記載例

台風の進む方向や、住んでいる地域にい

つ、一番近づくのか確認してみましょう。

ハザードマップの見方がわからないとき

はおうちの人に聞いてみよう。

・テレビのｄボタンを押して，調べる

（・家族にどこにひなんしたかを連絡する）

川の水が増えていて危険です。

川の様子はインターネットなどで確認し、

見に行くことは絶対にやめましょう。

インターネットを使いなれてない人は，

使い方をおうちのひとに聞いたり、おう

・家族といっしょにひなんする

ひなんしじ

（・いっしょにひなんしてくれる人に連絡する）

家族以外の人とひなんした場合は、

ひなんした後に、どこにひなんしたか

家族に伝えましょう。

・台風が接近すると，雨や風がより強く

なります。

早いうちにひなんを始めましょう。

・市町村から警戒（けいかい）レベル３

の「高齢者等避難（こうれいしゃとうひ

なん）」が発令されたらひなんを始める

１つの目安です。

・テレビのデータ放送やインターネット

などでひなん所が開いているか確認し

ましょう。

・家族が仕事でいっしょにひなんできな

いときは、近所の人といっしょにひなん

するなど、どのようにひなんするかを家

族や近所の人と相談しておくことも大切

です。

・熱がある時や気分が悪いときは、

家族やいっしょにひなんする人に相

談しましょう。

・マスクを着けてひなんしましょう。

・マスクや消毒液、体温計、スリッパなどを

持っていく

・体温を測り、熱がないか確認する

・体温を測り、熱がないか確認する

こうれいしゃとうひなん

避難指示
警戒

レベル４

高齢者等避難
警戒

レベル３


